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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ､平成23年５月11日に公表しました平成24年３月期（平成23年４月１日～

平成24年３月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

平成 24年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 23年４月１日～平成 23年９月 30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

12,770 2,069 2,140 1,080 58.55 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 13,400 3,070 2,980 1,850 99.76 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） 630 1,001 840 770 － 

増 減 率           （％） 4.9 48.4 39.3 71.3 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 23 年３月期第２四半期） 

12,822 2,814 3,048 1,069 57.98 

 

平成 24年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 23年４月１日～平成 23年９月 30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

9,500 747 1,978 1,547 83.92 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 10,480 1,650 3,200 2,600 140.20 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） 980 903 1,222 1,053 － 

増 減 率           （％） 10.3 120.9 61.8 68.1 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 23 年３月期第２四半期） 

9,366 888 2,127 1,072 58.13 

 

平成 24年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年４月１日～平成24年３月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

28,000 4,980 5,100 2,800 151.79 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 30,000 5,080 5,200 2,900 154.28 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） 2,000 100 100 100 － 

増 減 率           （％） 7.1 2.0 2.0 3.6 － 

（ご参考）前期実績 
（平成 23 年３月期） 

26,700 5,569 5,695 2,151 116.65 



２．修正の理由 

  当社グループの主要販売先であるパチンコ業界は、東日本大震災の影響を受けて、パチンコホール

の集客は落ち込み、設備投資は先送りされる傾向にありました。また、夏季の電力不足の懸念から、

同業界では節電に協力するため、自主規制を定め、東京電力管轄内の店舗においては前年比 25％の節

電を目標に輪番休業の実施やネオン・看板の消灯等を行い、節電に努めてまいりました。 

このような中で当社グループは、従業員の玉運び・玉積み業務をなくし、効率の良いホール経営を

実現するパーソナルＰＣシステム（以下「パーソナル」という）を中心にトータルシステムでの販売

を行ってまいりました。新規店や大型改装等の案件が少なく、競合他社との価格競争が厳しくなる中

で、当社ユーザーのリプレースを中心に販売を推し進め、パーソナルの部分導入から全台導入へ切り

替える店舗が増加しました。また、近年低迷していたパチスロの人気が回復基調にあり、パチスロ向

けメダルサンド、メダル計数機等の販売が好調に推移しました。 

  その結果、第２四半期（累計）の連結及び個別の業績予想につきまして、売上高は期初予想を上回

る見込みとなりました。営業利益及び経常利益につきましては、機能性や利便性、拡張性で競合他社

との差別化を図りながら、販売してまいりました結果、売上総利益率が期初予想を超えたため、上回

る見込みとなりました。 

  通期の連結業績予想につきましては、平成２３年９月１日付で当社完全子会社となりました株式会

社東研の通期業績予想を期初の通期予算に加味し、修正いたします。 

  通期の個別業績予想につきましては、先行き不透明な要素があることから修正はいたしません。 

 

 

（注）上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要

素を含んでおります。実際の業績等につきましては今後の様々な要因によって上記業績予想数値

と異なる可能性がありますので、ご承知おき下さい。 

 

以 上 

 


